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目的 

ボート競技とは競技用のレースボートに乗り、直線

2000m の水上に作られたボートコースで、一斉にスタ

ートし 2000m を一番早く漕ぎきったチーム（クルー）ま

たは個人が勝ちという、非常にシンプルなスポーツで

ある。 
 競技力を決める要因としては脚伸展パワーや最

大酸素摂取量または除脂肪体重が大きく関係してい

るといわれている。 
本研究では最大酸素摂取量と体組成を測定し、ロ

ーイングエルゴメーターテストで 1000m と 2000m の 2
種類の測定を行い各クォーターごとの低下率を最大

酸素摂取量と比較することを目的とした。この結果を

もとにして選手は自分の弱い部分に気づかせ、コー

チは指導にいかすことで更なるレベルアップ（スピー

ドアップ）に繋がと思われる。 
 

方法 

早稲田大学漕艇部男子 19 人を被験者とした。年

齢・身長・体重はそれぞれ 20±1 歳・180±15cm・75
±10kg であった。彼らは高校時代全国クラスの大会

で活躍した選手から大学から始めた初心者である。

実験は早稲田大学漕艇部が定期的に行っているメ

ディカルチェックの項目の Vo2max 測定と InBody を

使った体組成の項目を入れさせてもらい測定を行っ

た。ローイングエルゴメーターテストはメヂカルチェッ

クの一週間以内に一日一種目、1000m・2000m の 2
種目の測定を行い、それぞれをクォーターごとに分け

て分析した。 

 

結果と考察 

1000m と 2000m の測定でほとんどの被験者

（2000mの１クォーターのタイム 1:38.52 を基準にして）

が 2 クォーターで 4.2±3.8％%の低下率を示し、3 クォ

ーターは 6.6±5.5%の低下率を示し、４クォーターは

6.5±5.9%の低下率を示した。 

実験では最大酸素摂取量が高い被験者が上位に

入っているが、2 クォーターで 3～6 秒のタイム落ちが

あり、3 クォーターではさらに 0～5 秒のタイム落ち、4

クォーターでは-3～3 秒のタイム落ちという結果だっ

た。4 クォーターでのタイム上がりが見られるのはスタ

ートスパートから高い強度で漕ぎ続けて最後に限界

を超えて失速してしまうパターンと3クォーターで体力

を温存してラストスパートで加速する2種類があると考

えられる。だが一人だけ最初から最後までイーブンで

漕ぎ続けることができた被験者もいた、彼は身長が高

く最大酸素摂取量も高く体脂肪率が低かったのが、

イーブンで漕ぐ事が出来た理由だったのかは、これ

からの新たな課題になるだろう。  

  

まとめ 

今回の実験では競技経験が異なる被験者が同じ

条件下で行ったので、クォーターごとでの低下率に

差が出たのだと思われる。ローイングエルゴメーター

は体重が大きいほうが力を発揮できると言われている

のだが、実験では漕暦が長い被験者と体が大きな被

験者が良いパフォーマンスを発揮していたが、前者

はボートを漕げる身体ができてるので良いパフォーマ

ンスを発揮できたと予想でき。後者は漕暦が浅くとも

最大酸素摂取量が高い値を出す事が出来たので良

いパフォーマンスを発揮できたのだと思われる。今回

上位にランクされた被験者の多くは体脂肪率 14％以

上だったので、体重が乗艇でどれだけ影響が出るか

をもっと詳しく測ることができればトレーニングの質を

向上させることができると思われる。 

最大酸素摂取量がボート競技に与える影響は今

回の実験からもわかるが、さらに詳しく見たとき一番

辛い 3・4 クォーターでさらに高いパフォーマンスを発

揮するためにどのようなトレーニングをするのが一番

よいのか、今度は乳酸の測定、ハートレートの測定な

ども混ぜながら実験をすることで、個人の課題、チー

ムの課題が明確になると思われる。 

ボートを早く進めるためにこの実験で測定したこと

は非常に重要なことだが、ローイングエルゴメーター

ではなく乗艇でも同じように測定することが必要であ

る。 
 


